
金
調
伸
古
蹟
志
巻
十

た
る
ゆ
ゑ
也
。

。
大
乗
寺
門
前
地
跡

延
貨
の
金
津
固
に
下
の
如
く
載
せ
た
り
。
と
の
聞
に
見
b
た
る
如

く
、
大
衆
寺
坂
の
麓
た
る
往
来
協
に
、
そ
の
か
み
大
衆
寺
門
前
地
あ

り
て
、
此
に
小
家
ど
も
あ
り
た
る
た
り
。
元
秘
年
中
大
衆
寺
石
川
郡

寺
地
山
へ
移
縛
の
後
、
響
寺
屋
敷
と
共
に
、
門
前
地
も
揚
地
と
成
り

た
る
た
る
べ
し
。

。
大
乗
寺
蕃
地

大
衆
寺
は
元
民
言
。
訴
訟
り
。
官
樫
家
倫
石
川
郡
野
々
市
に
創
立
せ
ら

れ
、
謹
而
徹
週
開
師
を
諦
じ
蹄
剰
と
た
し
た
り
。
一
苅
亨
:
一
年
の
澗
谷

山
置
文
に
、
大
衆
寺
者
先
師
開
法
之
加
州
第
一
之
貴
寺
。
と
も
あ
り

て
、
締
剃
開
法
の
替
地
た
り
。
然
り
と
い
へ
ど
も
長
享
二
年
宮
樫
氏

滅
亡
の
後
は
、
園
飢
の
際
度
々
兵
火
に
躍
り
、
寺
地
を
所
々
に
時
宇
。

故
に
沓
記
散
逸
し
て
共
の
詳
か
た
る
事
を
知
ら
宇
。
津
間
鳳
卿
の
石

川
訪
古
齢
紀
に
、
天
正
初
柴
悶
勝
家
焼
邑
夷
野
市
↓
・
寺
陵
。
藩
建
国
初

開
=
鑓
十
四
世
住
持
虚
室
賀
賜
a
木
新
保
加
藤
震
廉
下
邸
内
地
コ
腿
長

初
公
命
牧
昌
寺
地
↓
作
品
外
壁
↓
此
一
子
惣
構
吋
叉
移
=
居
本
多
房
州
上
邸
側
吋

帯
再
牧
昌
寺
境
問
働
福
山
右
近
高
民
議
昌
宅
地
一
慶
長
六
年
遜
a
大
衆
寺

坂
上
三
元
総
中
依
=
政
卿
本
多
安
易
守
政
敏
鰭
吋
附
湖
面
樫
郷
寺
地
山
地
吋

『
絹
鴎
骨
骨
】

-X
々
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
民
徳
一
冗
年
の
格
帯
林
中
興
碑
に
は
.

元
和
年
中
叉
移
昌
於
石
浦
地
吋
今
俗
田
昌
安
房
殿
町
吋
と
載
せ
た
り
。
是

卸
ち
大
衆
寺
坂
下
の
寺
地
を
い
へ
り
。
高
揮
忠
順
の
金
海
事
蹟
必
鍛

に
は
‘
大
乗
寺
は
蛍
園
の
守
護
官
樫
氏
の
檀
那
寺
に
て
、
野
々
市
に

あ
り
し
が
、
本
願
寺
門
徒
富
樫
氏
を
謀
り
‘
或
夜
大
衆
寺
を
焼
く
。

守
護
の
被
官
驚
き
‘
此
寺
へ
集
る
庭
、
富
樫
の
舘
無
人
と
成
り
.
門

徒
実
館
内
を
製
ひ
け
る
に
.
官
経
氏
遁
れ
て
京
師
陀
走
り
、
門
徒
一

授
遂
に
蛍
園
を
奪
へ
り
。
此
時
大
乗
寺
、
野
々
市
を
立
去
り
金
滞
に

悲
り
、
笠
舞
領
に
移
る
。
今
大
衆
寺
屋
敷
と
唱
ふ
る
所
左
り
。
此
地

卑
漁
に
し
て
境
内
狭
〈
、
依
り
て
寺
地
山
へ
移
る
也
。
と
あ
り
。
右

大
衆
寺
屋
敷
と
い
ふ
は
‘
則
ち
大
乗
寺
坂
下
の
奮
地
也
。
此
の
寺
跡

後
々
一
迄
も
大
衆
寺
屋
敷
と
唱
で
明
地
と
成
り
‘
歩
数
二
千
歩
許
あ

り
し
を
、
賀
暦
十
年
本
多
民
下
邸
の
地
内
を
揚
地
と
し
た
る
際
、
そ

の
替
地
と
し
て
賜
は
り
.
下
邸
へ
取
込
み
た
り
と
い
へ
り
。
背
山
永

保
田
〈
。
大
衆
寺
坂
下
悲
る
明
地
を
ぽ
‘
大
衆
寺
屋
敷
と
唱
へ
、
二

千
歩
許
の
綬
き
地
た
る
に
よ
り
、
本
多
家
よ
り
下
邸
の
地
総
き
な
る

を
以
て
、
取
込
相
成
度
旨
毎
度
申
立
あ
り
し
と
い
へ
ど
も
、
普
競
合

金
滞
古
蹟
志
巻
十
二

入-
~料三

所
に
於
て
彼
A
A
申
立
て
埼
明
か
や
'o
然
る
鹿
賀
暦
九
年
の
火
災
後
、

牛
右
衛
門
橋
口
の
方
揚
地
に
相
成
り
、
右
代
り
地
に
楕
込
方
申
入

れ
、
迭
に
関
脇
K
相
成
曲
、
共
の
頃
の
留
記
に
見
ゆ
。
と
い
へ
り
。

。
白

，jt 
山

大
衆
寺
替
地
の
地
内
に
清
水
涌
出
づ
。
R
K
い
に
し
へ
此
の
地
位
寺
院

あ
り
し
頃
の
白
山
水
な
り
と
い
へ
り
。
組
尾
記
陀
一
宮
ふ
。
野
々
市
天

満
宮
の
向
う
に
白
山
水
あ
り
。
是
大
衆
寺
い
に
し
へ
此
の
地
に
あ
り

し
時
の
白
山
水
也
。
刀
鍛
冶
安
信
が
銘
に
、
以
且
白
山
水
-
鍛
v
之
と
あ

る
も
の
を
見
た
り
。
是
も
野
々
市
民
て
白
山
水
を
以
て
鍛
《
た
る
刀

叙
な
る
ぺ
し
と
。
或
は
一
式
ふ
。
大
衆
寺
の
白
山
水
は
、

om阻
道
元
締

師
入
唐
中
、
.
白
山
の
一
柳
鍵
出
現
し
給
ひ
、
却
材
陣
蹴
集
の
助
組
事
あ
り
と
の

停
設
に
依
り
て
、
大
衆
寺
の
寺
地
に
は
必
宇
白
山
水
と
て
清
泉
あ

り
。
今
寺
地
山
の
大
衆
寺
に
も
白
山
水
あ
り
。
さ
れ
ば
金
揮
の
大
衆
寺

屋
敷
に
も
、
此
の
霊
水
涌
出
づ
る
事
さ
も
あ
る
ペ
し
。
と
い
へ
り
。

平
次
按
宇
る
に
‘
越
後
岡
三
嶋
郡
脇
之
町
村
と
云
ふ
所
に
白
山
水
あ

り
。
白
山
富
の
山
の
下
街
の
傍
に
涌
出
づ
と
越
後
名
寄
に
い
へ
り
。

然
れ
ば
白
山
水
て
ふ
鍵
泉
は
、
白
山
比
降
紳
の
紳
水
に
て
、
大
衆
寺

に
限
る
に
あ
ら
宇
。

丸




